
法政大学・文学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６７５

基盤研究(C)（一般）

2017～2014

L２習得における音響特徴と音韻カテゴリマッピングーメタ認知的知識の役割

Mapping of phonetic cues and phonological categories: the role of metalinguistic
 knowledge

９０３０８１１４研究者番号：

川崎　貴子（KAWASAKI, Takako）

研究期間：

２６３７０７１１

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究では第二言語習得において、母語に無い音韻カテゴリーの習得が進むに連れ、
様々な音響的手がかりの利用状況が変化することを明らかにした。また、選択的注意の影響を見る調査では、弁
別すべきカテゴリーを明示し、注意レベルを上げることによる効果を検証した。注意レベルを上げた状態では、
非母語音の摩擦音の知覚成績が上がった。しかし、流音の知覚については、正しい知覚にまでは繋がらなかっ
た。この結果は、選択的注意の効果は音韻カテゴリーにより異なることを示している。

研究成果の概要（英文）：We have investigated how L2 learners build new phonological categories by 
assembling novel weightings of acoustic cues and mapping them onto new segmental representations. 
The series of experimental studies we have conducted has shown that the use of particular acoustic 
cues changes over the course of L2 acquisition. We have also shown that resulting refinements in 
selective attention improve L2 perceptual accuracy, although the precise effect of such selective 
attention differs across phonological categories. 

研究分野：第二言語習得
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１．研究開始当初の背景 
本研究では，2011〜2013年度の基盤研究 (C)
「L2音韻習得における二重モデルの構築  
」(課題番号 23520709) で得られた研究結果
をさらに進め，第二言語音韻習得のメカニズ

ムの研究を行った． 
	 子供は周りの言語データから母語に存在

する音素を抽出し, それぞれの音韻カテゴリ
ーを特定するための信頼出来る音響的特徴

を学習する（Werker & Tees, 1984他).  そ
して, 母語の音素の知覚に適切な音響的特徴
のみに注意を集中し, 母語に必要ない音響的
差異には着目しなくなる. 母語での音響特徴
と音素マッピングは, 十分なインプットの蓄
積による, いわばボトムアップ式の学習であ
る. 一方, 第二言語習得では学習初期段階で
どのような音素がターゲット言語に存在す

るかが，明示的にメタ言語知識として与えら

れる場合がほとんどである.  
母語に無い第二言語音は，知覚・生成とも

に困難であることは広く知られている．例え

ば，日本語母語話者にとっては, 英語の [s]
と [θ] の聞き分けは困難である. 日本語に
は /θ/という"th" の音素が存在せず, 日本語
話者はこの子音に近い [s] と [θ] とを混同
し，同一カテゴリの子音として知覚・生成す

るのである (Best, 1995). 明示的に音素の存
在は知っていても混同が生じるのは, 音響
的・調音的特徴が音素カテゴリーとマッピン

グされていないからであろう．では，L2 音
素の知覚に必要な音響手がかりの特定，およ

び音素カテゴリーとのマッピングはどのよ

うな段階を経て達成されるのであろうか.  
川﨑ら  (2011), および Matthews & 

Kawasaki (2013) では，少なくとも低次の音
声処理レベルでは，母語で使用されていない

音響手がかりも第二言語の音声知覚に利用

されていることが示された. 川﨑らの提唱し
た Activation Threshold Model が提唱する
習得モデルでは，学習者は，音韻習得初期段

階には様々な音響的特徴に注意を払うとさ

れる. しかしやがて第二言語の音素カテゴリ
の知覚に適切な音響手がかりの特定がなさ

れ, カテゴリと音響手がかりとのマッピング
が行われる. このマッピングにより, その他
の不要な音響手がかりへのアクセスが抑制

され, 効率のよい高次の知覚が行われるので
ある.  

第二言語習得の初期段階では メタ言語的
知識によって形成されている音韻カテゴリ

と音響手がかりが正しくマッピング出来て

いない. そのため, 音韻カテゴリーと音響手
がかりの間のつながりの欠如と, 様々な音響
手がかりへの注意の分散が知覚のエラーに

つながるのである． 
本研究では, 第二言語習得において，音響手
がかりの利用はどのように変化するのか，学

習初期から与えられている音素カテゴリに

関するメタ言語的知識へと意識を向けるよ

うにすることで，音素カテゴリと音響手がか

りを結びつけ，正しい知覚が出来るようにな

るのか，調査した．  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は第二言語音韻習得において, 
母語に無い第二言語の音素をどのように習

得していくのかを明らかにすることであり，

より詳細には，次の 2点を明らかにすること
であった. 
(1) 第二言語の音韻カテゴリー習得が進むに
つれ，学習者の音響手がかりの利用はど

のように変化するのか． 
(2) 明示的知識や選択的注意の誘導により，
音響手がかりの利用を促進し，L2音の知
覚を促進することができるのか． 

 
３．研究の方法 
本研究の 1つ目の目的である音響手がかり
の利用を調査するために, 本研究で行なっ
た複数の知覚実験では, 類似度判断タスク
を使用した．類似性判断タスクとは，2 つ
の発話を聞き，それらがどの程度「似てい

る」のかを 5段階で判断するものである．
試行ペアには同じ単語 2つの発話 2つを呈
示したもの（Same試行）と, 異なる 2つの
単語の発話を呈示したしたもの（Different
試行）とがあった. Different試行においても
Same試行においても, 呈示した 2つの音声
は異なる話者によるものであり, 物理的に
は異なるものであった． 
	 実験の参加者は英語を第二言語として学

ぶ日本語話者であった．第二言語音韻習得

が進めば，Different試行において, L2音と
類似する母語音（例えば /s/ と /θ/) の違い
を大きく判定するようになるはずである. 
一方, Same試行においては, 同一語を別の
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図１.予想された非母語子音の類似性判断の変化 

話者が発話した際の話者間の物理的な差は, 
音素弁別に必要無い音響手がかりとして利

用が抑制され，その差を小さく判定するよ

うになることが予想された．以下の図 1は
習得が進むに連れ，類似度判断がどのよう

に変化するかを予想したものである．  

さらに 2つ目の目的を達成するためには，
日本語母語話者に第二言語である英語文を

音声呈示し，2 つの単語の選択肢から，聞
いた文に含まれる語を選ばせる実験を行っ

た．参加者は選択肢を音声呈示前に呈示し

た群と，音声呈示後に呈示した群に分けた．

前者の群では，事前にどの音素対立に注意

を払うべきかが選択肢によって明らかであ

るため，メタ言語的知識が呼び起こされ，

選択的注意が高まった結果，知覚の正答率

が高くなることが期待された． 
	

４．研究成果	

類似度判定タスクによる一連の実験では，

習得レベルが上がるに連れ，L2 音を含む
Different 試行での判定値の上昇が見られ
た．また，Same 試行においても音によっ
て変化の程度に差は見られたものの，予想

した通り，L2音の類似度判定は習得レベル
が上がるに連れて下がる傾向が見られた．

実験でターゲットとした L2 音のうち，/f/
の Same試行では判定値の下降が見られた
が，/θ/ では上級レベルの学習者において
も抑制効果には差があった．この結果は，

L2 音の習得難易度に差があるということ，
および，音韻カテゴリーの構築がなされた

のちに音響手がかりの抑制がおこるという

仮説を支持するものであった． 
	 また，選択肢の呈示タイミングの効果を

調査した実験では，エラーが多く見られた 
[θ] の知覚が，選択的注意の誘導により向
上した．しかし，流音（/l, r/) の知覚につ
いては，選択的注意を誘導した群において

も，正答率は上がらなかった．この結果は，

日本語母語話者にとって，摩擦音の知覚よ

りも流音の知覚の方が習得困難であること

を示していると考えられる．流音の弁別に

際しては，選択的注意を向けたとしても弁

別に使用すべき音響手がかりが特定できて

いないため，選択的注意の効果が見られな

いのではないかと考えらえる． 
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